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8月27日ﾖ

成田　発

13:30

MH081
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コタキナバル　着

18:15

専用車

ホテルへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜コタキナバル　泊＞

2

8月28日ｭ

午前

フリータイム（希望者は市街を一望できるシグナルヒルまでの散策）

朝

(金）�

午後

空港への途中、ウエットランドセンターでマングローブと野鳥観察など

コタキナバル　発

18:20

MH3036
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サンダカン　着

19:10

到着後、専用車にてセピロックのホテルへ

夕

＜セピロック　泊＞

3

セピロック

午前

専用車

朝食後、オランウータンを野生に戻すための保護活動を行うセピロック・オランウータン・

朝

8

月

29

日

リハビリテーションセンターへ

（土）

午後

専用車

昼食を挟み､ビリット村へ向かいます。途中、マレーシア・サバ州の重要輸出品である�

昼

ヤシの油のプランテーションを見ることができるでしょう。

ビリット村

夕方

ホームステイを体験する、キナバタンガン川流域ビリット村に到着

ホストファミリーと面会｡今夜から３泊４日､寝起きや食事を共にします｡@

夕食を兼ねてのウェルカム・パーティー

夕

＜ビリット　泊＞

4

ビリット村

早朝

ボート

動物に会う可能性が高い、早朝クルーズへ。

朝

8

月

30

日

午前

徒歩

オラン・ウータンのプロジェクトサイト(HABITAT)にて、�

(日）�

後日、植林用となる苗木の世話をします。

昼

午後

徒歩

地元の人たちが営んできた､伝統文化、生活に参加｡

魚捕りや山菜（野草）採りなど。

夕

徒歩

夕食後､ナイト・トレッキング｡キナバタンガン川沿いの豊かな生態系

夕

を垣間見ることができるでしょう｡�

＜ビリット　泊＞

5

ビリット村　

午前

徒歩
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Ox-bow Lake
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8

月

31

日

ボート

途中、動物が食べ物に困らないよう森を復活させるための植林作業をします。

（月）

ガイドの説明を聞きながら、熱帯雨林の植生を知ることができます。

ピクニックランチ

昼

午後

ボート

バタンガン洞窟へクルージング。石灰岩の洞窟を見学します。

帰宅後､フリータイム。ホストファミリーと楽しい時間を過ごします｡

夕

＜ビリット　泊＞

6

ビリット村

終日

フリータイム

朝

9

月

1

日

各自、ホストファミリーと楽しい時間を過ごします。

昼

(火）�

夕

＜ビリット　泊＞

7

ビリット村

午前

徒歩

早起きをし､日が高くなる前にﾖ

Bukit Belanda

へトレッキング｡�

朝

9

月

2

日

第二次世界大戦のときにイギリス軍が見張り台として使用していた歴史があり､�

(水）�

村を見渡すことのできる丘です｡�

午後

昼食後､お世話になったホスト・ファミリーや地元の人たちとお別れ�

昼

ビリット村を出発

サンダカン　発

21:00

MH3039
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コタキナバル　着

21:50

専用車

到着後、専用車にてホテルへ

＜コタキナバル　泊＞

8

コタキナバル

午前

フリータイム

朝

9

月

3

日

午後

専用車

博物館見学など市内ツアー後空港へ

(木）�

コタキナバル　発

19:15

MH2631

クアラルンプール経由　成田空港へ帰国の途へ

クアラルンプール　着

21:40

※関西組とはここでお別れ

クアラルンプール　発

23:30

MH88

＜機内泊＞

9

9

月

4

日

機

(金）�

成田　着

7:30

到着。通関手続き後、解散

※4日目の植林作業で、GPS追跡＆一年間のメンテナンス付きを希望の場合は追加45MRY（現地）�

　航空保安料・燃油サーチャージ6000円（この料金は変動します。）旅行代金と別途必要です。

◆マレーシア入国時にパスポート残存有効期間6ヶ月+滞在日数以上が必要です。

【旅行代金】成田発：188,000円　　　（成田・関空総人員　２５名以上の場合）�

第７回マレーシア・ボルネオ島体験エコツアー＜成田発着＞　

◆利用予定航空会社：MH＝マレーシア航空　　

◆利用ホテル：シャングリラ/コタキナバル、ジャングルリゾート/セピロック

◆成田空港施設使用料2,040円、マレーシア空港税4030円�


＜旅行日程＞　成田発　2009年8月27日(木)～9月4日(金)  9日間　＜旅行代金＞　188,000円

＜旅行日程＞　関空発　2009年8月28日(金)～9月4日(金)　8日間　＜旅行代金＞　178,000円

＜ 定  員 ＞　25名（最少催行人数20名）ホームステイプログラムでは成田発と関空発が合流します。

文教大学 海津先生／阪南大学 前田先生／京都嵯峨芸術大学　真板先生が同行します｡
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◇　Home Stay Program ・ Partnership Project とは？

　 ホームステイプログラムは､マレーシアの観光・環境・科学技術各省庁（MTEST）やWWFマレーシアなど、多くの

支援により1995年に開始しました。このプロジェクトは、そもそもWWFマレーシアが参画しているWetlands 

Projectとして、河川の流域付近の土地における一般的に不毛で価値の低いと思われている湿地帯周辺で生活を

する人々を対象とした、今までにない豊かな自然を観光資源とした地元住民の経済的自立・環境保全を目的として

います。その中でもホームステイプログラムは、地元少数民族の伝統的なライフスタイルを体験したり､豊かな自然・

動植物の美しさを堪能しながら地元に利益を還元できる、まさにWWFが目指している最も分かりやすいエコツアーの

形となります。また、その中で地元住民と共同で取り組むパートナーシッププロジェクトとは、ホームステイプログラム

に参加しながら､地元の利益のために一緒になって取り組む共同プロジェクトプロジェクトです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キナバタンガン川の様子
ビリットは3年前から始まったばかりのホームステイサイトです。日本からの学生が参加する今年のプロジェクトは、

学生が村民と力を合わせて村の設備建設を手伝うなど､これから旅行者を受け入れる村としての土台つくりがメインプロジェクトになるでしょう。
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交通機関
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1 8

月

28

日

9:00

関西空港に集合、搭乗手続き後　出国手続き

(金） 関西空港　発

11:10 MH051

ボルネオ島の玄関口、コタキナバルへ。 機

コタキナバル　着

15:20

コタキナバル　発

18:20 MH3036

成田・関空組と合流し、サンダカンへ

サンダカン　着

19:10

到着後、専用車にてセピロックのホテルへ 夕

＜セピロック　泊＞

2

セピロック 午前 専用車

朝食後、オランウータンを野生に戻すための保護活動を行うセピロック・オランウータン・

朝

8

月

29

日

リハビリテーションセンターへ

（土） 午後 専用車 昼食を挟み､ビリット村へ向かいます。途中、マレーシア・サバ州の重要輸出品である 昼

ヤシの油のプランテーションを見ることができるでしょう。

ビリット村 夕方 ホームステイを体験する、キナバタンガン川流域ビリット村に到着

ホストファミリーと面会｡今夜から３泊４日､寝起きや食事を共にします｡

夕食を兼ねてのウェルカム・パーティー 夕

＜ビリット　泊＞

3

ビリット村 早朝 ボート 動物に会う可能性が高い、早朝クルーズへ。 朝

8

月

30

日

午前 徒歩 オラン・ウータンのプロジェクトサイト(HABITAT)にて、

(日） 後日、植林用となる苗木の世話をします。 昼

午後 徒歩 地元の人たちが営んできた､伝統文化、生活に参加｡

魚捕りや山菜（野草）採りなど。

夕 徒歩 夕食後､ナイト・トレッキング｡キナバタンガン川沿いの豊かな生態系 夕

を垣間見ることができるでしょう｡

＜ビリット　泊＞

4

ビリット村　 午前 徒歩

三日月湖（河川の一部が本流と切り離されて形成された湖）である

Ox-bow Lake

へ。

朝

8

月

31

日

ボート 途中、動物が食べ物に困らないよう森を復活させるための植林作業をします。

（月） ガイドの説明を聞きながら、熱帯雨林の植生を知ることができます。

ピクニックランチ 昼

午後 ボート バタンガン洞窟へクルージング。石灰岩の洞窟を見学します。

帰宅後､フリータイム。ホストファミリーと楽しい時間を過ごします｡ 夕

＜ビリット　泊＞

5 9

月

1

日

ビリット村 終日 フリータイム 朝

(火） 各自、ホストファミリーと楽しい時間を過ごします。 昼

＜ビリット　泊＞ 夕

6

ビリット村 午前 徒歩

早起きをし､日が高くなる前に

Bukit Belanda

へトレッキング｡

朝

9

月

2

日

第二次世界大戦のときにイギリス軍が見張り台として使用していた歴史があり､

(水） 村を見渡すことのできる丘です｡

午後 昼食後､お世話になったホスト・ファミリーや地元の人たちとお別れ 昼

サンダカン　発

21:00 MH3039

サンダカン市内で夕食後、国内線にてコタキナバルへ 夕

コタキナバル　着

21:50

専用車 到着後、専用車にてホテルへ

＜コタキナバル　泊＞

7 9

月

3

日

コタキナバル 午前 フリータイム 朝

(木） 午後 専用車 博物館見学など市内ツアー後空港へ

コタキナバル　発

19:15

MH2631

クアラルンプール経由　関西空港へ帰国の途へ

クアラルンプール　着

21:40

クアラルンプール　発

23:45 MH52

＜機内泊＞

8 9

月

4

日

機

(金） 関際空港着

7:15

到着。通関手続き後、解散

　航空保安料・燃油サーチャージ7500円（この料金は変動します。）旅行代金と別途必要です。

◆マレーシア入国時にパスポート残存有効期間6ヶ月+滞在日数以上が必要です。

第7回マレーシア・ボルネオ島体験エコツアー＜関西＞　

【旅行代金】関空発：178,000円　　　（関空・成田総人員　２５名以上の場合）

◆利用予定航空会社：MH＝マレーシア航空　　

◆利用ホテル：シャングリラ/コタキナバル、ジャングルリゾート/セピロック

◆関西空港旅客サービス施設使用料2,650円、マレーシア空港税3700円

※4日目の植林作業で、GPS追跡＆一年間のメンテナンス付きを希望の場合は追加45MRY（現地）

◇　マレーシア・サバ州ってどんなところ？
　  東南アジアの中心に位置するマレーシアは、マレー半島とボルネオ島の一部サバ、
サラワクから成り立っています。人口約2000万人のマレーシアは、マレー系、中国系,
インド系そして多数の部族に分けられる先住民で構成される多民族国家です。それぞれの民族が持つ宗教、生活習慣の融合は独特な文化を生み、マレーシアの魅力のひとつを創り出しています。また、のんびりとくつろぐことのできる砂浜、南国の熱帯雨林、魅惑的な島々、神秘的で荘厳な山々など、自然美に溢れる国です。
　 ボルネオ島の北東部を占めるサバ州。南シナ海を眼前にする州都コタ・キナバルは、サバ州にたくさんある魅力的なスポットを訪れる際の玄関口でもあります。サバ州の誇り、総面積754平方キロのキナバル公園・キナバル山までは、コタ･キナバルから車で2時間半。東南アジアの最高峰であり、世界遺産にも指定されています。運がよければキナバル公園内にて、世界最大の花、ラフレシアを見ることができるかもしれません。

サンダカンの町から車で20分のセピロック・オランウータン・リハビリテーション・センターでは、オランウータン舘が捕獲の心配から逃れて、自然のままの状態でいる

のを間近で見ることができます。また、サンダカンの後背地スカウでは、野生のテングザルなど様々な野生動物等を見て､一生に一度のスリリングな自然体験ができる

かもしれません。自然の宝庫で､夢のような体験をお楽しみください。
[image: image4.wmf] 

◇　主な訪問先

　　◆ビリット・ホームステイ◆

ビリット村はキナバタンガン川下流、サンダカンから128km行ったところに位置しています。このホームステイサイトでは、

豊かな植生を持つキナバタンガン川を始め、他数多くの川を進む早朝・夜のクルージングを楽しんだり、地元の伝統的な漁猟

方法等を教えてくれたりします。キナバタンガンはサバ州最長の川で、その全長は約560km、4,000平方kmに及ぶサバ州内

にまで広がっています。その川は今日のボルネオ島における野生生物が最も多様に生息している大切な場所であり､実際に

希少動物や絶滅の危機に瀕した動物が数多く見つかっています。この壮大な川沿いでは､オラン・スンガイ（川の民）という先住

民族が、数百年もの間暮らしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビリット村の子供たち
◆リバークルーズ(キナバタンガン下流)◆

[image: image5.jpg]


キナバタンガン野生保護区下流には、川側沿いに、計27000haにも及ぶ土地が広がっています。野生保護区とされる

エリアは季節により森が浸水したり沼沢林や平地林になる不安定な性質を持っています。

この地域では広範囲にわたる土地の開墾や開発が行われたことで、現在残存している森林は、マングローブが生い茂る部分と海水の部分、Dermakot森林保護区の部分といったように、ジグソーパズル状の途切れ途切れの土地になっています。河川は開墾されつづけるか、これらの活動により酷く傷つけられ､周辺地域の大部分は油やしで覆われてしまっています。

キナバタンガン下流で行われている復旧作業の目標は、河川を復活させ、最終的には増加する森林を通して、生態系を再び

成立させることにあります。

キナバタンガン側のリバー･クルーズ
[image: image6.jpg]



◆セピロック・オランウータン・リハビリテーション・センター◆

オランウータンが絶滅の危機に瀕した主な理由は生息地の減少です。生活のほとんどを木の上で過ごす彼らにとって、

森はなくてはならない生活の場です。しかし、森林伐採や土地開発のためオランウータンは生息地を追われてしまい

ました。　また、オランウータンがペットとして高値で売られたことから密猟が相次ぎ、オランウータンの数が激減したことも

理由の一つです。

この施設では、さまざまな理由で傷ついたり、母親や生息地を失ったりしたオランウータンたちを野生に戻すための訓練を

行っています。　特に孤児にとっては生きる術を教えてくれる母親の存在はとても大きく、センター内では母親代りに、

木登りや他のオランウータンとの集団生活の方法を7年間もかけてじっくり教えていきます。

リハビリテーションの課程を無事終了したオランウータンの多くは野生に戻れますが、中にはリハビリが成功せず野生復帰

ができないオランウータンもいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セピロックのオラン･ウータン
◆行程（予定）
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	●　お申込み・旅行手続きに関するお問合せ　●
(有)リボーン＜エコツーリズム・ネットワーク＞

東京都知事登録旅行業第2-4850号(社)全国旅行業協会 会員 総合旅行業務取扱管理者 壱岐 健一郎
〒160-0022　東京都新宿区新宿2-2-1ビューシティ新宿御苑1203

TEL 03-5363-9216　　FAX 03-5363-9218
Email: eco-tourism@reborn-japan.com   H.P.: http://www.reborn-japan.com



◇行程（予定）
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	●　お申込み・旅行手続きに関するお問合せ　●
(有)リボーン＜エコツーリズム・ネットワーク＞

東京都知事登録旅行業第2-4850号(社)全国旅行業協会 会員 総合旅行業務取扱管理者 壱岐 健一郎
〒160-0022　東京都新宿区新宿2-2-1ビューシティ新宿御苑1203

TEL 03-5363-9216　　FAX 03-5363-9218
Email: eco-tourism@reborn-japan.com   H.P.: http://www.reborn-japan.com
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